
資料２－３

・紹介率

・逆紹介率

○

令和4年度は、紹介率、逆紹介
率は計画を上回っており、海部
東部の地域包括ケアの拠点とし
て役割を十分果たしている。
今後も、病診連携、病病連携を
活発に行い地域医療に貢献する
ことを期待する。

（３）地域医療連携に関する評価チェックシート

評価項目 事業計画書の内容 評価対象事項 令和４年度の実績
自己
評価

自己評価分析 市評価 評価所見

評価の定義
〇　期待どおり又は期待以上
△　事業の実施に問題はないが一部に改善の余地有り
×　事業の実施に支障有り。或いは法令違反有り。

地域医療機関との連
携・交流

○

地域医療連携室の社会福祉士の
増員により、地域の医療機関と
の連携、及び受け入れや退院支
援を強化した結果、紹介率
63.8％、逆紹介率73.4％と前年
度から上昇し、目標も大幅に上
回る実績を達成できました。

逆紹介率

紹介入院件数 337件

検査紹介件数 970件

30.0%

令和４年度は、地域医療連携室の社会福祉士の増員により、地域の医療機関との
連携はもとより受け入れや退院支援において強化できました。また、地域の事業
所からの困難事例をはじめ情報共有にも力を入れて取り組みました。専門診療に
おいても救急車の受け入れやご紹介などにも積極的に取り組んできましたが、更
なる仕組み作りや困難事例を相談しやすい環境作りに力を入れていきます。ま
た、事務員の増員による体制強化も図ります。コロナの影響で地域の医療機関や
事業所との連携が取りにくい環境は未だ続いておりますが、顔のみえる医療介護
福祉保育ネットワーク会議等、オンラインシステムを活用した会議の開催や、連
携室だよりを作成し近隣医療機関への訪問を行う等、連携強化に努めてまいりま
す。令和５年度は、ACP（アドバンスケアプランニング）を地域の住民の方をは
じめ医療機関や事業所の方々とも積極的に取り組んでまいります。

逆紹介率 73.4%

令和3年度は、地域医療連携室の社会福祉士の増員により、地域の医療機関との
連携はもとより受け入れや退院支援において強化できました。また、地域の事業
所からの困難事例をはじめ情報共有にも力を入れて取り組みました。専門診療に
おいても救急車の受け入れやご紹介などにも積極的に取り組んできましたが、更
なる仕組み作りや困難事例を相談しやすい環境作りに力を入れていきます。コロ
ナの影響で地域の医療機関や事業所との連携が取りにくい環境は未だ続いており
ますが、顔のみえる医療介護福祉保育ネットワーク会議等、オンラインシステム
を活用した会議の開催や、連携室だよりを作成し近隣医療機関への訪問を行う
等、連携強化に努めてまいります。令和4年度は、ACP（アドバンスケアプラン）
を地域の住民の方をはじめ医療機関や事業所の方々とも積極的に取り組んでまい
ります。

目標値 備考

紹介率 40.0%

備考

GIF：44件、US・MMG等：74件

紹介件数：300件／月

実績値

紹介率 63.8%

MRI：395件、CT：457件

転院件数 282件
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